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運
転
中
止
で
要
介
護
リ
ス
ク

適
切
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

日
本
老
年
学
会

　

日
本
老
年
学
会（
文
京
区
、

2050年 高齢単独世帯、全体の２割強
社人研推計 身寄りない世帯増加へ

報
酬
引
き
下
げ
、人
材
確
保
不
安
７
割

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ

訪
問
介
護
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

　

２
０
５
０
年
に
は
全
世
帯
に

占
め
る
単
独
世
帯
の
割
合
が

44
・
３
％
と
過
去
最
多
と
な
り
、

そ
の
う
ち
約
半
数
が
65
歳
以
上

世
帯
と
な
る
こ
と
が
、
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

12
日
に
公
表
し
た
「
日
本
の
世

帯
数
の
将
来
推
計
」
か
ら
分

か
っ
た
。
未
婚
者
の
割
合
が
高

く
な
り
、
近
親
者
の
い
な
い
高

齢
単
身
世
帯
が
急
増
す
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

　

社
人
研
は
世
帯
数
の
推
計
を

５
年
ご
と
に
実
施
。
今
回
調
査

で
は
、
２
０
２
０
年
の
国
勢
調

査
を
も
と
に
50
年
ま
で
の
30
年

間
の
推
計
を
行
っ
た
。

　

世
帯
数
に
占
め
る
単
独
世
帯

数
は
、
２
０
２
０
年
は
２
１
１

５
万
世
帯
（
38
％
）
だ
っ
た
が
、

50
年
は
２
３
３
０
万
世
帯

（
44
・
３
％
）
に
増
加
。
20
年

時
点
で
も
最
多
は
単
独
世
帯
だ

が
、「
夫
婦
の
み
」「
夫
婦
と
子
」

「
ひ
と
り
親
と
子
」「
そ
の
他
」

が
今
後
減
少
す
る
た
め
、
世
帯

の
単
独
化
が
顕
著
に
な
る
。

　

世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
世
帯

は
、
20
年
の
２
０
９
７
万
世
帯

か
ら
、
50
年
に
は
20
年
よ
り
３

０
７
万
人
多
い
２
４
０
４
万
世

帯
。
85
歳
以
上
の
世
帯
は
50
年

に
５
３
８
万
人
で
、20
年
の
１
・

８
倍
に
な
る
。

　

中
で
も
多
い
の
が
単
独
世
帯

だ
。
一
般
世
帯
総
数
に
占
め
る

高
齢
者
単
独
世
帯
の
割
合
は
、

20
年
の
13
・
２
％
か
ら
50
年
に

は
20
・
６
％
に
上
昇
。
５
軒
に

１
軒
が
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

と
い
う
格
好
だ
。
高
齢
者
世
帯

に
占
め
る
単
独
世
帯
割
合
は

45
・
１
％
と
半
数
近
く
に
達
す

る
。
特
に
65
歳
以
上
男
性
の
独

居
率
は
20
年
に
は
16
・
４
％
だ

が
、
50
年
に
は
26
・
１
％
に
上

昇
す
る
と
予
測
。背
景
に
は「
過

去
の
未
婚
率
の
上
昇
」
が
あ
る

と
分
析
。
高
齢
単
独
世
帯
に
占

め
る
50
年
の
未
婚
者
の
割
合

は
、
男
性
59
・
７
％
、
女
性

30
・
２
％
と
な
り
、
近
親
者
の

い
な
い
単
身
世
帯
が
増
え
る
と

し
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
施
設
な
ど
で
の

世
帯
人
員
割
合
は
、
20
年
４
・

１
％
で
、
50
年
５
・
９
％
。
大

き
な
増
加
は
な
い
が
、
在
宅
医

療
・
介
護
の
広
が
り
を
反
映
し

て
、
男
性
は
95
歳
以
上
、
女
性

は
85
歳
以
上
の
年
齢
層
で
施
設

で
の
人
員
割
合
は
微
減
し
て
い

く
と
推
計
し
て
い
る
。

　

日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ

オ
ン
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、
港
区
、

染
川
朗
会
長
）は
３
月
28
日
、

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
組
合
員
に
向
け
て

行
わ
れ
た
「
訪
問
介
護
等
基

本
報
酬
引
き
下
げ
に
つ
い

て
」
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
公
表
し
た
。

　

基
本
報
酬
の
引
き
下
げ
に

関
し
て
「
事
業
運
営
に
不
安

を
感
じ
新
し
い
人
が
入
っ
て

こ
な
い
」
と
回
答
し
た
の
は

76
・
７
％
、「
事
業
運
営
に
不

安
を
感
じ
退
職
す
る
人
が
増

え
る
」が
68
％（
複
数
回
答
可
）

と
、
特
に
人
材
確
保
に
つ
い

て
不
安
を
感
じ
て
い
る
職
員

が
多
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
処
遇
改
善
加
算

の
加
算
率
を
上
げ
れ
ば
人
材

確
保
が
で
き
る
か
」
と
い
う

質
問
で
は
、「
そ
う
思
わ
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
90
％

（
６
９
６
人
）。「
加
算
で
賃

金
が
上
が
っ
て
も
他
産
業
と

の
格
差
が
あ
る
」
な
ど
の
回

答
も
見
ら
れ
た
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
は
「
ヘ
ル
パ
ー

の
有
効
求
人
倍
率
が
15
倍
を

超
え
て
い
る
な
か
、
事
業
運

営
に
不
安
を
感
じ
た
職
員
の

離
職
で
さ
ら
に
人
材
確
保
が

厳
し
く
な
る
。
介
護
難
民
も

増
え
、
社
会
全
体
に
悪
影
響

だ
」
と
懸
念
を
示
し
た
。

　

調
査
は
２
月
26
日
〜
３
月

４
日
、
組
合
員
が
従
事
す
る

在
宅
系
の
介
護
事
業
所
が
対

象
。
回
答
数
は
７
７
３
件
。

荒
井
秀
典
理
事
長
）は
15
日
、

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
に
関

す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
。

認
知
機
能
検
査
な
ど
に
お
い

て
運
転
継
続
が
難
し
い
と
さ

れ
た
場
合
に
は
、
単
に
免
許

返
納
す
る
の
で
は
な
く
、
行

政
な
ど
に
よ
る
適
切
な
支
援

を
受
け
つ
つ
代
替
手
段
の
検

討
を
行
う
べ
き
と
し
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
高
齢

運
転
者
は
認
知
機
能
や
身
体

機
能
の
低
下
に
よ
り
死
亡
事

故
な
ど
の
重
大
事
故
を
引
き

起
こ
す
危
険
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
免
許
更
新
の
際
な
ど

に
適
切
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
高
齢
者
３
５
５
６

人
を
対
象
に
24
カ
月
間
行
わ

れ
た
追
跡
調
査
で
は
、
自
動

車
運
転
を
中
止
し
た
高
齢
者

は
、
継
続
し
て
い
た
高
齢
者

に
比
べ
要
介
護
状
態
に
な
る

リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
。
運
転

中
止
に
伴
う
活
動
範
囲
の
減

少
に
よ
り
、
認
知
症
の
リ
ス

ク
も
上
昇
。
運
転
を
中
止
す

る
場
合
、
自
身
で
運
転
す
る

以
外
の
代
替
手
段
を
検
討
す

べ
き
と
し
た
。

　

荒
井
理
事
長
は
「
事
故
を

１
件
で
も
少
な
く
す
る
必
要

は
あ
る
が
、
高
齢
者
が
一
律

に
免
許
返
納
す
る
な
ど
は
社

会
全
体
に
と
っ
て
も
不
利

益
。
定
期
的
な
検
査
や
実
習

に
よ
り
技
能
が
低
下
し
な
い

よ
う
な
支
援
が
必
要
」
と
述

べ
た
。

家族類型別の世帯数と割合 単位：１千世帯　※（　　）は％

単独 夫婦のみ 夫婦と子 ひとり親と子 その他

2020 年 21151（38.0）11211（20.1）14014（25.2） 5026（9.0） 4303（7.7）

2040 年 24418（43.5）10679（19.0）12233（21.8） 5284（9.4） 3466（6.2）

2050 年 23301（44.3）9953（18.9）11304（21.5） 4852（9.2） 3197（6.1）

　
「
Ｐ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」。
そ
れ
は
リ
フ
ォ
ー
ム

実
績
年
間
２
万
件
以
上
を
誇
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ

イ
ジ
フ
リ
ー
の
社
員
が
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
人
間
力
」「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
」「
プ
レ
ゼ
ン

力
」
を
競
い
合
う
、
年
に
１
度
の
社
内
コ
ン
テ
ス

ト
だ
。
２
０
２
４
年
１
月
23
日
、
第
23
回
が
開

催
さ
れ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
近
畿

リ
フ
ォ
ー
ム
課
の
坂
東
千
津
さ
ん
が
発
表
し
た

『Que Sera, Sera

（
ケ
セ
ラ
セ
ラ
）』
が
金

賞
を
受
賞
。
要
介
護
に
な
っ
た
夫
（
Ｋ
さ
ん
）
の

介
護
者
で
あ
る
社
交
的
な
妻
（
Ｉ
さ
ん
）
が
、
好

き
な
料
理
や
趣
味
を
心
か
ら
楽
し
め
る
よ
う
に
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
事
例
だ
。　

　

ご
夫
婦
の
暮
ら
す
自
宅
は
築
50
年
以
上
の
木
造

２
階
建
て
。
２
人
揃
っ
て
料
理
好
き
で
、
夫
の
Ｋ
さ

ん
も
要
介
護
状
態
に
な
る
前
は
よ
く
キ
ッ
チ
ン
に

立
っ
て
い
た
。
妻
の
Ｉ
さ
ん
は
社
交
的
な
性
格
で
、

ち
ょ
く
ち
ょ
く
友
人
を
招
い
て
お
茶
会
な
ど
を
開

い
て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き

な
時
に
料
理
が
で
き
る
よ
う
、
キ
ッ
チ
ン
に
は
シ

ン
ク
が
２
つ
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
調
理
道
具
が
所

せ
ま
し
を
置
か
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
Ｋ
さ
ん
が
要
介
護
と
な
っ
て
か
ら

徐
々
に
、
介
護
者
と
な
っ
た
Ｉ
さ
ん
が
ふ
さ
ぎ

こ
み
が
ち
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
、
Ｋ
さ
ん
の

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
心
配
し
た
こ
と
か
ら

リ
フ
ォ
ー
ム
の
依
頼
に
。
坂
東
さ
ん
が
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
う
か
が
う
と
、
Ｋ
さ

ん
は
自
宅
内
は
伝
い
歩
き
で

移
動
が
で
き
、
料
理
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
が

夜
中
に
キ
ッ
チ
ン
に
入
っ
て

物
音
を
立
て
る
こ
と
な
ど
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
さ

ん
は
心
配
で
睡
眠
が
十
分
に

取
れ
ず
、コ
ロ
ナ
禍
も
重
な
っ

て
以
前
の
よ
う
に
友
人
た
ち

と
集
う
こ
と
が
ま
ま
ら
な
く

な
っ
て
お
り
、
自
分
の
食
事

広 告

『Que Sera, Sera』

くらしの中で「できる」ことを増やし、そして、次に「やりたい」ことに
向かっていただきたい、そんな思いをシンボルマークにしました。
パナソニックの介護用品で「心身が前向きに、その先に歩みだす」。
私らしくいきいきとしたくらしを実現できる社会を創ること
それが私たちの存在意義です。 お問い合わせ先：営業企画部　06-6908-8122

改修後

Renovation PlanBefore

――介護する家族が心を
開放できる環境づくりを

Ｑ
Ｏ
Ｌ
リ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
す
ぐ
り  

２

も
少
し
し
か
喉

を
通
ら
な
い
状

態
と
な
っ
て
い

た
。

　

坂
東
さ
ん

が
立
て
た
リ

フ
ォ
ー
ム
の
目

標
は
「
家
族
介

護
者
が
抱
え
る

悩
み
を
軽
減
す
る
お
手
伝
い
」。
具
体
的
に
は「
季

節
感
が
感
じ
ら
れ
る
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
居

間
は
、
友
人
た
ち
を
招
く
Ｉ
さ
ん
の
大
好
き
な
場

所
。
そ
の
居
間
を
見
な
が
ら
キ
ッ
チ
ン
に
立
て
る

よ
う
に
す
る
こ
と
」「
収
納
を
増
や
し
、
機
能
的

で
整
理
し
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
夜
中
に
Ｋ
さ

ん
が
キ
ッ
チ
ン
に
入
っ
て
も
心
配
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
」
な
ど
だ
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
は
居
間
か
ら
手
元
が
見

え
な
い
よ
う
に
し
、
コ
ン
ロ
は
Ｉ
Ｈ
に
。
居
間
と

の
境
に
は
Ｉ
さ
ん
が
飾
り
付
け
を
楽
し
め
る
よ
う

ア
イ
ア
ン
の
棚
を
設
置
。
出
窓
に
棚
を
つ
く
り
、

調
理
器
具
を
す
っ
き
り
配
置
し
な
が
ら
取
り
出
し

や
す
く
し
た
ほ
か
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
下
に
も
食
材

や
薬
な
ど
を
収
納
で
き
る
棚
を
造
作
し
た
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
１
カ
月
後
、
坂
東
さ
ん
が
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
訪
問
す
る
と
、
Ｉ
さ
ん
は
テ
ー
ブ

ル
い
っ
ぱ
い
に
手
料
理
を
作
っ
て
待
っ
て
く
れ
て

い
た
。
居
間
に
も
キ
ッ
チ
ン
に
も
素
敵
な
イ
ン
テ

リ
ア
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
、
季
節
を
楽
し

ん
で
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
友
人
た
ち
を
招

く
機
会
も
再
び
増
え
、
夫
の
Ｋ
さ
ん
も
夜
中
に

キ
ッ
チ
ン
に
入
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
安
心
し
て

眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
。

　

坂
東
さ
ん
は
受
賞
を
受
け
「
今
回
の
リ
フ
ォ
ー

ム
は
、
Ｉ
さ
ん
の
心
を
開
放
す
る
場
所
と
時
間
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
と
介
護
の
両
立
を
お
手
伝
い
す
る

リ
フ
ォ
ー
ム
を
、
こ
れ
か
ら
も
手
掛
け
て
い
き
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

改修前


